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日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
早
期
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
は
、
新
潟
県
か
ら
東
北
地
方
の
日
本
海
側
を
縦
貫
し
青
森
県
に
至
る
全
国
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
不
可
欠
な
路
線
で
あ
り
、
北
陸
自
動
車
道
、
東
北
横
断
自
動
車
道
及
び
東
北
縦
貫
自
動
車
道
と
連
結
し
た
格
子
状
骨

格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
沿
線
地
域
の
発
展
や
活
性
化
を
促
し
、
ま
た
、
広
域
連
携
に
よ
る
産
業
、
経
済
、
文
化
の
躍

進
と
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
、
更
に
は
災
害
時
の
緊
急
輸
送
や
日
常
生
活
に
お
け
る
救
急
救
命
医
療
に
、
大
き
な
役
割
を

果
た
す
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

と
り
わ
け
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
「
日
本
海
側
の
国
土
軸
形
成
に
む
け
た
道
路
網
の
構
築
」
の
た
め
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
解
消
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
度
、
山
形
・
秋
田
県
境
区
間
の
「
遊
佐
〜
象
潟
間
」
と
新
潟
・
山
形
県
境
区
間
の
「
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
〜
あ
つ
み
温
泉

間
」
が
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
事
業
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

つ
い
て
は
、
沿
線
住
民
の
総
意
と
し
て
『
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
』
に
つ
い
て
、
国
の
責
任
に
お
い
て
早
期
に
整
備
さ

れ
、
一
日
も
早
い
全
線
開
通
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
次
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
国
土
交
通
省
の
見
解
如
何
。

二

現
在
、
一
般
国
道
七
号
『
象
潟
仁
賀
保
道
路
』
（
延
長
十
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
及
び
一
般
国
道
七
号
『
遊
佐
象
潟
道

路
』
（
延
長
十
七
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
並
び
に
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
（
酒
田
み
な
と
〜
遊
佐
）
（
延
長
十
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
整
備
を
い
つ
ま
で
に
完
了
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


